
趨保舵師活執の具体敵方法   

ここでは、個人・家族に関わる最初の入り□である「家庭訪問」を通じて新任期  

！こ喜甲さえてあきたいポイントをとりあげ、一連のプロセユの中で確認します。   

保健師はなぜ 個人・家族との関わりを大切にするのでしようか・・。   

i浄斧蝶講開帳端渓漂沌凄牒ノ 

r疫学」つて？？？  

し羞り   

鳩学」って人間集団を河象として健康や病気の成lはちを  

生麿学的立場から考究す舌学問ぢんだ。  

初めての家庭訪問  

「病臥囁圭」「環境」の3窄軋こ卸十与とれぞれの条件と  

健康事象仁の閑個を分析することにさって稚雑な励黒服係の  

述睾削こ基づいて起こっている健康事象の成り立ちを  

解剖謬くしていくのに有軸ださ。  

⑳訪問依頼ガありました  

【対象者の把蛙】  

・各種届lナ  

・健康相星数、健康診査  

・通報・・・行政、家族、警察、その他  

・調査  

・現地見聞、日頃の地区活動から  

【訪問の設定背景】  

・法的規定lこ基づ＜もの  

・対象者の希望を受けて行うもの  

・本人は拒否していても必要と感じているもの  

r予帆という視点を科学的に捉えていく大切なものだね。  

○自分の業務を公衆衛生の理念に結びつけて考えることができる  

・担当地域のあるべき理想の姿を描＜ことガでき、それをもとに活動を見  
直すことができる  

・活動の評価に基づき、地域に必要な健康づ＜りシュテムの構築や新たな  

施策の提案ガできる   

○ヘルスプロモーションに基づいた活動を展開できる  

・個人、家族、地域集団の生活に適した支援ガできる  
・地域の健康ニーズを住民とともに見出し、目標を共有した活動ガできる   

○健康危機管理への対応方法がわかる  

・健康危機管理マニュアルを理解している  

・平常時から担当している業務や地域に関する保健医療情報を整えてあ＜  

ことガできる  

・指揮者の指示lこ従って、チームの一員として動ける  

◎訪問の優先順位をつけます  

どちらの事例か5先に対応すべきか？   

す＜対応すべきか？今の仕事ガ終ってからでよいか？  

【各訪問対象者の優先債位】  

・自分の担当地区、担当業務、係の動き  

（緊急対応ガ必要かどうか、）から決定する。  

・自分で判断できない時は、ひとりで抱え込ま   

ない。  

－19－   －18一  



r j  

○妊産婦・‥被虐待の疑いのある妊産婦、若年妊産婦、妊婦訪問依頼のあ  

った万  

○乳姐児‥・被虐待の疑いのある児、先天性代謝異常で要検査になった児、  

低体重児、未熟児、依頼のあった新生児、多胎児、発育・発  

達lこ問題のある児、育児上聞題のある児  

○成人、老人・基本健康診査要楕検者、心身障害者  

○精神…・本人、家族からの依頼、通院公費医療申請利用者、医療機関  

からの依頼  

地域住民からの依頼  

通報時（保健所）の調査  

療養生活に援助を必要とする万  

各種相談で要継続となった万  

初めて肺結核と診断された万、活動性肺結核、喀痍塗抹陽性  

患者  

感染症発生時直ちに  

本人・家族、地域からの依頼  

④訪問かばん等必要物品の準備  

○難病・・  

○結核‥  

○感染症・  

○その他・  

◎訪問時期を決定し、対象者に訪問約束をします  
◎家庭訪問の実施  

①家庭訪問するときの服装は？  

・前もって、電話等で日時の確羅を行う。  

・その際は、訪問目的と保健師の身分を  

明らかにしてあ＜。  

さうーじして．  

清受－一声轟ぐ  

Il‖づhい・・・   

⑳訪問前の準備をします  

訪問計画を立案  ①事前情報を整理し、   

・事前情報の整理  

・不足している情報の整理  

ただし、事前の情報は可能な限りの  

把握でよい  

・保健師のための情報収集ではない  

②上司に「行ってきます」  

②指導者に訪問計画のアドバイスを得る  

Iナv  
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◎ケース記録をする   

（訪訪問後の傾報を整理し、具体的な援助内容を記録する  

③訪問先であいさつし、訪問日的を簡潔lこ述べる  

・事実を害＜  

・誰ガ主の記領か  

・対象者のニースは？  

・事実lこ基づき判断したことは？  

・問題点の抽出ではない  

②アセスメントし、次回のフランを記載する  
④対象者の相談や内容と実際をアセユメットして、保健指導、支援を行なう。   
共通認識できたことや残された課題の確認を行う  

重要なことは、事実をみること  

・事実からどう判断し、必要な支援を  

考えたか  

・そのためには、保健師は何をすれば   

いいのか  

◎必要に応じ関係機関と連携する  

⑤訪問の終了を告げ、次回訪問や連絡等の予定を伝える。   

⑤上司に「ただし、ま帰りました」とあいさつし、事例の緊急性や訪問計画と会し＼違った点を   

簡潔に口答で報告する。  

・連携するとlよ、自的を共有し、  

確認しあうこと   

一23一  一22－  



◎必要に応じて、指導者、上司を交えてケース検討を行う   

ニーズの確認、家庭訪問の意義の確認  
県や市町村の保健師は、地域集団を対象に活動します。  

地域・集団を構成する基本単位は、個人・家族です。  

個人・家族の健康問題を理解し、支援することガ活動の基本となります。  

こ
れ
ガ
二
－
ズ
 
 

だ
っ
た
の
よ
ね
 
 

わ
か
る
？
 
 

個人・家族との関わりの中で得られる情報（事実）から  

看護の視点でニーズとして捉え  

様々な根拠に基づいて  

地域のニーズとして施策化に結びつけてい＜  

すべての活動につながる原点なのです  

個別を捉えるという家庭訪問に行きましたか？  

対象者が「望んでいること（宇イマンス）」力lわかり書したか？  

対象者に亡っこ「必苛なこと（ニース）、あるペ己響」  

惇とうですか？  

「＝－ス」と「苧イマンス」捗必すしモー致しないのきね。  

rニース」を的確につかむの机つロの腕の見せどこ弓軌  

－25一  
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し頂訂蘭．1   
－          JJ」・ ・L ノ－－・・■・・・■  

公衆衛生の扉を開けてみましょう。   

「公衆衛生の定義」といえばウインスローの定義を思い出します札  

騙保錐活動に必要な草本理念   

概念はた＜さんある中で、新任保健師に必要な理念を抜粋しました。  

．サー 伍近松位抑制嘲謹謝‥‥…■…‖‥……．■■‖  一－－一一■－一一－‾‾  

、、－、  

＼ ＼ 

＼ 

単lこ疾病や虚弱ガないということではな＜、身体的、精神的及び社会的に完  
：全によい状態である  

及ぶかぎり最高の僻水準を享受することは、全ての人間の基本的人権であ  
：リ、政府はその国民の健陳に対して責任を負うものである  
＝－い■＝…‥＝‥＝－‥＝■‥■‥■‥＝－－■‥‥－＝ l  

l  

＿一＿＿●■  

健康ぢ謬ちつくり、健康な生活の確保…  
「健康」という言葉をもう一定確Ⅱし手し■う。  

【Wins】owウインスローの定義】  

公衆衛生と臥社会の組織された努力を通じて、疾病を予防し、寿命を延ばし、  

健康を増進し、保護するような科学であリアートである。  

【公衆衛生の目的】  

1．集団生活で引き起こされる危険性に対して、適切な手段でコミュニティを  
守ること  

2．広範な社会環境中で、人々ガ活動しうる能力を高めること  

3．広＜様々な可能性を持った個人ガ働いて成功し、コミュニティの一員とし   
ての義務を果たし、成果を享受するような社会を発展させること   

ぞの概念醐有±れてい剛一ったら、別相方向性が  
微桝こ遜ってき手す。  

地域で健康つくIlを削ると弧さ、機構健康観に出創l手す軌  
wHOの定義だと高附こ移るに従って疾病を持った人や・  

停書を持っている人肘不健康」仁別封酢‥  公衆衛生lよ、生活を衛る、生命を衛る、生活環境を衛る、生存権を衛るため、  

ニーズ指向性の活動、住民の主体的参加、資源の有効活用、協調と統合の実践  

的活動により、町づ＜り、地域づ＜りを行う。  

（健康危機管理、ヘルユプロモーションの視点での町づ＜リ、地域づ＜リ）  

現在甜WHOでいう「高膚の健康J亡「生活基盤亡なる健康」力l  

分けて考えられてい謬す。  
健康づくりの観点から、病気に帥ってし手った人や、  
脚弱くなったん障害を持っている人の地域での暮らし、  
生活を考えていく必苧があり手す軌  

すべての人々ガ楽し＜元気に生活できるように、自然環境のし＜みの中で社会  
制度やシステム、文化（地域性やそこに暮らす人々の価値観等）に対して予防  
的かつ継続的に働きかける実践活動であり、人々ガ資源を活用し仲間と協力し  
なガら自力で目指す蛮を実現するのを後押しする活動である。  

－27－   
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つ手札「健康」に介入することにきって全ての住民飢  

饉康を改善し、寿命を延長し、生活の巽を改善していくこと  
を目的とした惰念といえ手す。  

＝但疎醒姿絵胎脚8脚≪切群堅塁適時切刻・…㌔  
偶学童暁） ：  

①聖霊諾聖霊芸払讐雲霞忘芸㌫妄送る。とができる  自分の活動をこれらの理念と重ね合わせて訃たと己・  

自らの青葉で「公衆衛生」を脚陀立た弓、ぞれlさあなたが  
r公衆衛生活動の視点で活動している」亡音えるんじゃ  

ないでし■うか。  

どの段階にあっても、自分の生きがいを持ち．さらに自分だけでなく周囲  
の人も，よりよい生活を送ることができるように環境に対して鞄きかけて  
いくことができる  

人々ガ自らの健康をコントロールし、改善することガできるようにするフロ  
ーヒユ  

Ⅱ  
8  

十  
十  

－ － ■ ● － ■ ■ ■ － － ■ ■ ● － － ● ■ － ■ － ● － － ■ ● ■ － － － － ■ ■ ■ ■ ■ － ■ － ● d  

＿
－
 
 

●  】  ■  ■  一  

ヘルスつロモーション臥I9さ○年にWHOが提唱した  

オタワ憲章の相幹を移す新しい健康戦時のことです。  

もっと、わかりやすく知りたい頓あ…。  

ゴ」ル   

為
と
ぶ
し
 
 

（
サ
γ
ト
）
 
 

目指すコールの実現に向かって坂道を登ってい＜プロセスで、坂道の角度を  
低＜したり（環境の整備）登る力を付けたり（ライフユタイルの確立）、周  
りの人々や専門家の後押し（サポート）ガ必要です札  
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＝プロセス＝  

（資料提供：香川大学医学部教授 睾成文彦、同曲手 鈴江毅）   

■■■■■－●■－■■ll■－－■－■－■●－■■－■－－●●－●■■－■■－－■■■■－■■l  

： 疫学と店人間集団を対象として人間の健康あよぴその異常の原因を宿主、病  

：臥環境の各面から包括的に考究し、その健康の増進と異常の予防を図る学問  

：である。  

（1966．「控学とその応用」を改変）  
l  

（ウエルビーイング（旧福岡予防  

歯科研究会）ホームページ より）  

ヘルエフロモーションは、健康  

を人々ガ充実した人生を送るため  

（QOLの向上）の大切な資源と  

捉え、最終コールは住民一人ひと  

り幸せな人生にあるとしていて次  

の3点を大切にしています。  

★主役は住民である  

★あらゆる生活の揚がヘルスフロ   

モーショツの場である  

★あらゆる場面に住民ガ参加する   

こと  

また、ヘルスプロモーションを  

進めるプロセスで3つのことが重  

要だとされています。それは・・  

☆唱道  

☆能力の付与  

☆調停   

■□■中■巾打■亡l【コb■■ b廿○山一■b■d b d＿d血＿＿＿＿b d■■■凸■山t■ロ■d tコt】口■J  

「疫学勝公衆衛生伺診断学」とも言われてい手す。  
つ手り・‥  

‾、、 

［＝二＝＝二 ＼．  

しノ／一‾〆  

この過糧で「共通の紘織Jを得る原理があるはずで、この原理を  

「共通の約束事」として明記したのが「疫学」です。  

疫学研究誌の種顆に惨以下のものがあるさ。  
必零谷と己にlさ再度勉磯して計さう。  

Ⅰ観察研究：暴昂要因とその関連を人為的な操作を加えることな＜観察のみに  

よって歩貞慶、分布、関連を明らかにする方法  

1．記述捺学：疾病×の歩貞慶と分布を、人、場所、時間の面からの正確な記  

述を行う。   

2．分析疫学：仮説要因と疾病の関係性を明らかにし、（仮説の検証）その  

関係性から因果関係を推理する。  

①症例対照研究  

②コーホート研究  

Ⅱ介入研究：人為的に要因を加除することで、その前後の疾病の発生や予後の  

変化を実験的に確かめる方法。  

①臨床試験 ②野外試験 ③地域介入試験  

ヘルスプロモーションを成功させるには、周りの人に自分の意見をわかりやす＜  

伝え相手の意見をよ＜聞き、よ＜話し合って意見を調整し、目指すコールや合意形  

成のプロセス（コミュニケーション）ガ大切です。  
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⑮脚撒からみた行動日撥  く健康事象の成立と疫学的3要因の関係＞  

生物学的要因  
・ウイルス  

・維菌専  

物理学的病因  

・放射線専  

化学的病因  

・発癌物賞  

・環境汚染物賃等  

串保躍所・両町村の業務全体をぁあまかE網羅したものです  

事業名   実習での顔  見学  実施   

訪問相吉炎  

難  
病  

特定疾患医療受給者証更新中講  

特定疾患医療附帯療責賛支給申請  

結核審査会  

結  

核  

管理・接触者検診  

感  

染  
症  

世界工イコデー  

保健所保健福祉サービス調整推進事業  

実習生指導  

病態別栄養相孟炎  

そ  

の  

他  
妊産婦 

ハイリユク妊産婦  

新生児  

未熟児  

乳児  

幼児  

ハイリスク乳幼児  

被虐待児  

訪  

問  

指   
導  

対  
象  
者   

難病  

小児慢性特定疾患  

森永ひ素ミルク中毒被害者  

事業名   実ぎでの‡粗  見学  実施   

母子手帳の交付  

妊婦相談・面接  

妊婦学級・両親学級  

離乳食講習会  

圭 三▼三．▲  

母  
子   
保   

健 事  
業  

要観察乳幼児指導教室  

見者虐待予防相談事業  
フッ素塗布  

乳幼児歯科検診  

母子（親子）クラブ  

母子保健評価事業  

健康手帳の交付  

健康相談  

健険教育  

成  
人  

成人歯科健診  

老 人  
保  
健  

事  

業  

A型・B型機能訓練  

家族介護者の集い  

老人保健評価事業  

精  

神  

保  

健  
福  

祉   
事 業   

住民に対する普及啓発活動  
愛育委員会  

組            栄養改善協議会  

織                    民生委員会  

生物学的特性  

・性  

・年齢等  

身体的性状  

・栄養状態専  

用神的性状  

・性格専  

先天的要因  

・遺伝  

・胎児期の感染等  

抵抗力、免疫 〆ン㌦  

〆ごが凰聖戦ニ 、ト  

病 因 う  
、1＿ヽヽ．丁＿・、1・〕・1  

環境要因  
ヒ」⊥1こ＝1こr▽ヾ⊥一∫ケ 

生活習慣 釘′宿主要因  
・食生活  叫。べご二．＿。；㌧＿シ▲ン  

・生活満臥運動  

・睡眠、休賛、余暇  

・飲酒．喫煙  

・仕事、職業、労働時間  

・ストレス等  

ライフスタイル  

大切なこと・・・・・・●  

活動しながらふりかえること  

悩んだり、つまづいたりした時、  

もう一度ふりかえってみましょう  

♂■ ．♂  

♂，♂  

♂  
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国  

英績評価シート（行政職3級相当職以下用）  

【業務計画等】（今期果たすべき役割、主な業務案内を記入）  

（様式第2－3弓）  （様式第ト3号）  

能力評価シート（行政職3級相当職以下用）  

要 素   着 眼 点   福己評価  第ヒ次評価  l業二次評価！   

県民的視点  1常に県民（地域住民）の立場で仕事を遂行すること。  

倫理猥・  
眼務規律   

知識   4 担当業務に必要な知識・技術を有し、提起すること。  

分析力・  
理解力   6上司、関係者の話の意図や、資料の要点廻励こ理解すること。   

7 仕事の出来栄え（内容の充実度、正確性、信頼性 等）を確保した取組を行うこと。  事務処理能力  
8 仕事の処理量（速さ、出来高、時間、期限 等）を確保した取組を行うこと。   

9 与えられた指示の枠内で、白常業務の遂行に必要な判断を的確に行うこと。  判断力  
10 上司に対し、タイミンクよく適切に報告を行うこと。   

計圃力・  
執行力   

説明力・  
応対力   

15 与えられた仕事は、最後まで責任を持って遂行すること。  

責任感・  
積極性  

18 自己の専門能力の向上を目指し、自己啓発を行うこと。   

協調性  19 周囲に対して進んで協力し、チームワ一向上に努めること。  

全体評価  
0  D  

／50   ／50   

【自己申告】（主な業精美績及び仕事の進め方を記入）  

要 素   着 順 点  自己評価  第一；  欠評価  弟二次評価      着眼点別騨傭  蓼薫別I†紆   

1違成した仕事の圭は、予定どおりのものであったか。  

仕事の成果  
（質・量）  

4 仕事は所定の期限内に処理したか。  

5 仕事の  画を立て、その手順に従って丁寧に仕事を行ったか。  

6 仕事の  優先度を考え、効率的に仕事を行ったか。  

・方法で仕事を行ったか。  仕事の  

進め方、  
改善・エ夫  

10 職場のルール、上司の指示・命令など、日常の服務規律を遵守して仕事を行った机  

11現状にとらわれず問題意義を持って仕事に取り肋、効果的な業務改善・改革を行い、又は提案を行った机  

12 仕事を進めるに当たって、十分な情報収集を行い、新たな知議・技術を吸収し、次の仕事につなげた机  

全体評価  0  0  

／10   ／10   

符号   基  準   
5   期待を上回った。   

4   求められる行動が十分発揮できている。   

3   やや期待を上回った。   

2   期待どおりであった。   

期待を下回った。   

（注）第一次評価者の行う要素別評価については、着眼点別評価を単純平均するのではなく、総合的に勘案して決定してください。  

評価者  職 名  氏   名  第一次 評価者      第二次  符号  基  準   
5   他者の棋  範となる取組がなされており、実績・成果に貫献する行動ができている。   

4 〈  求められ  る行動が十分発揮できている。   

3   失敗や間  脛点は少々あるが業務には支障がなく、求められる行動がl剥ぎできている。   

2   失敗や間  温点が目につ手業務にも若干の支障をきたしておD、求められる行動があまりできていない。   

失敗や間  観点が多く業務に支障をきたしており、求められる行曲ができていない。   

ー35－   －34一  



●新任到達度チェックリスト  
所属   

重点項目  自 己 到 達 度  

目  標  （行政能力・専門能力の行動目標）  1  年   2   年   3  年  
ワンポイントアドバイス  

☆印の数は、達成したい就職後の年数を表す。  
1ケ月    3ケ月  6ケ月  ‖拳日  6ケ月  2年目  6ケ月  3年日   

1．社会人としての自覚  
自治研修（新規採用軌研修）  
自治研揮（ディベート・交渉力向上研幡）  

を持つことができる。   での活動が適切に行える。  ☆  

2．公務異としての服務規律を理解した上で、それを守り、組織人として円滑な  
自治研修（新規採用鶴■研修）  

人間関係が持てる。  ☆  

3．自己の健康管理がで苦る。  

☆  

2．組織の一兵としての  
配属後、所属でのオリエンテーション  

自覚を持つことがで  ☆  
きる。   

5．所属する組織内の専門職や管内の関係機関が説明でき、適切に連携できる○  

☆☆  

6．保健所・市町村における保健福祉活動の内容を説明でき、その中で自分の担  
地域保旺法  
地域保健対策の推進に間する基本的な指針  

当業務の位置づけ（関連性・役割・法的根拠等）がわかる。  
（平成6年書生警告耶）  

☆  地矧こおlナる保躍師の保縫活動について   
（平成15年犀生男■首M最適知）  

7．保健福祉活動における保健所・市町村の役割を説明できろ。また、それぞれの  

役割の違いを理解した上で連携・協働ができる。  ☆☆☆  

8．トラブルやクレームに対して適切に対応、報告を行うことができる。  

☆☆  

3．報告・連絡・相談が  

適切にできる。  できる。  ☆  

（コミュニケーション  

を含む）   

10．指示された事項の意図や内容を的確に理解する。  

☆  

11．感じたことや意見（意図）が発信できる。  

☆  

12．自分の得意な部分と苦手な部分がわかり、助言を萱lナ入れられる。  

☆  

13．活動記録を迅速、適切（事実に基づいたアセスメント、判断、次回の計画が   

整理されている）に作成でき、上司に見てもらうことがで苦る。   ☆  

4．保健活動の法的根拠  

や活動体制が理解で  ☆☆  

きる。   
15．各事業の内容・流れが理解でき、目標を共有して活動（Plan－Do・S8e）を展   

閲できる。  ☆☆☆  

－36－  －37－  
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●新任到達度チェックリスト  
所属   

重点項目  自 己 到 達 度  
目  標  （行政能力・専門能力の行動目標）  

l  年   2  年   3  年  
。ンポ．ントア。パ．ス  

☆印の数は、達成したい就職後の年数を表す。  
1ケ月    3ケ月  6ケ月  1年目  8ケ月  2年日  6ケ月  3年日   

4．保健活動の法的根拠   

が理解できる。   役割を果たすことができる。  ☆☆☆  

5．行政運営に必要な事  17．文書取扱規程がわかり、行政の意思決定手続きを理解している。  
自治研傭（法制執瀾・政策法拷研修）  

文書事柄の手引き   
洋処理能力を発揮で  ☆  

岡山県会打開係法規集  

きる。  
1B．保健事業実施に必要な起案、通知文が適切に作成できる。  

自治研磨  
文書事精の手引き  

☆  

19．業務に必要な各種行政情報や統計、調査等を把握し、資料の要点を的確に理  各種統計網土  
自治研橋  

解し、必要に応じて参照できる。  （統計臓とエクセル活用研億・アクセス研修）  
☆☆  

20．担当業務の目的・意図を的確に理解できる。  

☆☆  

6．自ら意欲を持って前  

向きに仕事に取り組  ☆☆  

める。   
22．困難な事例に助言を得ながら積極的に対応できる。  

☆☆  

23．事業のよりよい目的達成のための工夫点や改善点が提案できる。  

☆☆☆  

24．専門職として自己啓発のために取り組み、自ら学びたいと思う研修へ参カロで   
自己告発のためのヒント→  

きる。  ☆☆☆  

25．活動をとおして地域の健康課題lこ関する研究の必要性を理解できる。  

☆☆  

7．個別（豪族）支援の  
ニー・ズとは一  
保健師専門研伸一  

重要性がわかり、個  個人・豪族のニーズにあわせて、適切な支援ができる。  ☆  

人・家族・地域集団  
の生酒に適した支援  

ができる。   ☆  

28．対象の持つ力を引手出すことができる。  

☆  

29．自分が責任を持ってできる個別ケアの範囲がわかり、困ったときにSOSが   

発情できる。  ☆  

30．個別支援から出発して、必要に応じて社会資源・社会保障制度を活用できる。  個（寮族）を中心とした関わりの相関図を描いて  
みよう．偶の地域でのつながり、つながっている  

☆  
社会資源と今後つながる必要のあるもの、今後新  
たに創っていく必野の奉るものを考えよう。   

－38一  －39－  



（エ買込取掛偲盛享‡帝選姐塾塵旦姓互選登盤塵‘宰）   
●新任到達眉宇ェツクリスト  

所属   

重点項目  自 己 到 達 度  
目  標  （行政能力・専門能力の行動目標）  1  年   2   年   3   年  

ワンポイントアドバイス  

☆印の数は、達成したい就職後の年数を表す。  
1ケ月   3ケ月  6ケ月  1年目  6ケ月  2年目  6ケ月  3年日   

7．個別（家族）支援の  

重要性がわかり、個  上で支援の役割分担ができる。  ☆☆  
人・豪族・地域集団  
の生活に適した支珪  

ができる。   ☆☆  

33．個別支援を重ねる中で地域に共通したニーズを見つけることができる。  

☆  

34．集団から得られた＝－ズを個別支援に発展させることができる。  

☆☆  
保健所機能強化（保健情報教育等）研修会  

35．疫学を理解し、日頃の活動や市町村から提供された情報、統計情報等を収集、   疫学の考え方→  

分析し、取り組むべき健康課題を明らかにできる。  ☆☆☆  
自治研嬉（法制執務・鵬務研修）   

36．新たな活動を具体化させるために必要な予算とその流れが理解できる。  

☆☆☆  

8．ヘルスプロモーシヨ  
ンを理解した上で、  

☆☆  
住民との協働活動が  ヘルスプロモーションとは→   
展開できる。   38．住民と地域の＝－ズが共有でき、目標を共有した活動ができる。  

☆☆  
☆☆☆  

9．自分の業務を公衆衛  

生の理念に結びつけ  価に沿って次の活動実矧こつなげられる。  ☆☆☆  
て考えることができ  公衆衛生の視点→  
る。   40．地域のあるべき姿を描くことがで舌、それをもとに活動を見直すことができ   

る。  ☆☆☆  

41．活動の評価に基づ舌、地域に必要な健康づくりシステムの構築や新たな施策   

の提案ができる。  ☆  

42．各種地域保健福祉計画に参画する意義かわかり、保健師として果たすべき役   

削が理解で苦る。  ☆  

腱顔危機管理マニュアル  
10．健康危機管理への  

対応方法がわかる。   ☆☆  

44．平常時から地域情報を整えておく。  

（自分の地域、担当業務に関する保健医療情報）  ☆☆  

45．指揮者の指示に従い、チームの一員として動ける。  

☆  

＊書点項目の達成年を☆印で表している机項目内容Eは広がリや深まリガ加わること方夫切です．】年白よリ2年目、2年日よりはさらE3年自巳それ5ガ加わってい＜ようE滅し合いましよう．  

－40－  －41－  



⑳検討経過  新任教育プログラム論定までの経緯  

■■■■■■●－■■■●■－－－■■－■－－－■■■－－－■－■○■■■一一●－■－－－一一  

日  
平成3年度、「新たな地域保健に対応した保健婦現任教育のあり方」  ・  

（保健師現任教育プログラム）の作成  

認  

新しい地域保健福祉対策を総合的に推進するため、保健所保健師に必要な能：  

第1国  ○新任教育プログラム作成に至った経緯の説明   

H16．10．22   ・地域保健の現場で、新任期にあける実践能力の低下や公衆衛生の視   

10名出席   点の希薄化ガ指摘されてあり、新任時期に専門職としての基本姿勢  

を身につけるための教育プログラムガ重要。  

・平成13年度以降の組織改編lこ伴い、新任教育を位置づける体制づ  

＜りと現場で実践できるプログラムの作成ガ必要。  

○新任教育プログラム作成の目標  

■「新任時期にあける地域保健従事者の現任教育に関する検討会報告書」  

「地域にあける保健師の保健活動指針」（平成15年厚生労働省健  

康局長通知）lこ泊ったものとして作成する。  

・新任育成の白穣は、行政職員としての基本的資質を含め「公衆衛生  

の視点を持って活動できる専門職の育成」にあきたい。  

・このプログラムを地域保健関係職員の育成プログラムにも発展させる。  

・最終目的は、行政で働＜保健師ガ基本理念を理解し、新任の育成を  

通して中堅やリーダー保健師の力量形成を図れるものとしたい。  

○岡山県の現任教育の方向性  

・岡山県として専門職の現任教育ガ大切だという発信を保健福祉部と  

して行い、各所尾長の合意を得て業務に位置づけるというシステム  

作リガ重要。   

第2国  O「公衆衛生の視点」とヘルスプロモーションを基本とした活動につい   

H16．11，17  て意見交換   

9名参加  ○プログラムの作成時の確認事項  

・専門能力の育成lこ特化したものではな＜、基本能力・行政能力をあ  

わせて盛り込むべき。この3つの能力をバラソユよ＜育成すること  

ガ専門職の資質向上とともに行政の中で専門能力を生かして政策立  

案に関わっていける人材となる。   

H16．11．17   ・専門職として求められる能力についての検討  

○今後の課題  

・新任期の捉え万及び育成の日標設定lこついて。   

第3回  ○新任期の捉え万   

H16．12．15   ・「公衆衛生の視点」という理念を現場の活動と結びつける。   

11名参加   就職後3年とする。  

・1年目、2年目、3年目に達成したい新任の「あるべき姿」につい  

て明確にする。   

ロ カ（知識・技術）を日常業務の中で高めてい＜方針に基づいた活動の展開を目  

：指した。  

閻  十  

： その後の岡山県行財政改革による県、市町村保健師の役割の明確化  
：平成13年虔、対人保健業務の組織・人員の集約化による9保健所体制「地域  

：にあける保健師の保健活動について」  

ロ （平成15，10，10厚生労働省健康局長通知）  

十 u  今後、検討されている介護保険制度・老人保健事業の見直し、医療制度改革  
：に関連した生活習慣病対策の見直しの検討等、臥県、市町村の役割から考え、  

：地域保健行政のあり万までの検討の必要性  
十  

閻  
十  

同時に、住民ニーズに基づいた効果的・効率的な健康政策の推進ガ求められ、  

l l地域保健従事者にも、新たな健康問題に対応するための専門的な実践能力や、  
：地方分権にふさわしい幅広い行政能力を備えた人材育成ガ緊急の課題となって  

＞’y  

閻  

平成15年度に国で検討された「新任時期にあける地域保健従事者の現任教  
l  

山 育に関する検討会報告書」を参考に、時代ガ求める岡山県内の行政に働＜新任  

：保健師について備えてゐ＜べき能力（基本能力、行政能力、専門能力）につい  
：て検討を重ねた  

認  
l  

＝ ． 公衆衛生に携わる専門職として全体像を捉えたあるべき姿を日指葛本来は、  
l ：現任教育すべてに関与するものの作成をめざし、地域保健関係職員すべてに持 ∬  
：ちたい理念もある  

⑳  

ます、新任期lこ焦点をあてよう  

一43－   －42－  



斗 

○具体的な個別シート作成についての検討  

・元岡山県公衆衛生看護学校実習指導評価シートを参考に、新任教育  

の視点と新しい流れ（ヘルスフロモーションや健康危機管理等）を  

加味し、再検討する。   

第4回  

H17．1．5  

11名参加   

菜5回  ○新任保健師研修か5新任に働きかけていったプロセスの紹介と研修の   

H17．1．27  鳩での反応、アンケート結果を紹介  

○具体的な個別シート作成作業  

・新任期に継続的な達成度を判断していけるものになるようlこ検討。   

第6国  ○助言者福本恵先生（京都府立医科大学医学部看護学科）を交えて、   

H17．2．22   新任教育プログラム全体の統合作業   

11名出席   ・プログラムの骨子の検討と盛り込むべき内容の再確認  

・全体のつながリの確認   

第7固  ○新任教育プログラム全体の統合作業   

H17．2．23  ・プログラム目的、盛り込むべき内容の再確報   

9名出席  

第8匝l  ○新任教育プログラム全体のワーク作業   

H17．3．4  

5名出席   

舅9匝】  

H17．3．22  

9名出席   

所   職 種  氏  名   

市町村保健師研究協議会副会長  
保健師   

（笠岡市役所保健師）  高  橋  明  子   

乗備保健所 総括副参事   保健師   水  元  干 都 江   

倉敷保健所 主幹   保健師   水  嶋  明  子   

阿新保健所 保健課長   医 師   則  安  俊  昭   

津山保健所 総括副参事   保健師   柴  田  テ ル 子   

勝英保健所 副参事   保健師   大  谷  美 佐 恵   

中央児童相談所 副参事   保健師   高  橋  千  枝   

健康対策課 主  査   管理栄養士   …    ＝         ＝＝   

津山高等技術専門校 主査   保健師   小  河  ト シ   

健康対策課 総括副参事   保健師   植  野  真 寿 美   

保健福祉課 総括参事   事 務   吉  松  裕  子   

主  幹   保健師   山 野草  尚  美   

主  査   保健師   西  尾  

指導・助言  

京都府立医科大学医学部看護学科 教 授  福  本  恵  

イラスト担当：つみきさわ  
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⑳知っておきたい周語   

ここで扱う用語は行放で働＜保健師としてイメージしておきたい言葉であり、公  

衆衛生活動（公衆衛生看護活動）を実践する仲間とイメージを共有してあきたい  

言葉の一部です。  

◎ニーズ   

ニーズとは対象者にとって必要なものであり、その人の要望（デマンド）と合致  

する場合とそうでない場合ガあります。専門家ガ必要性を感じていても対象者本人  

lこその意識ガなければ、先には進みません。そこ玖ら支援は始まっています。   

匪対象者のニーズとデマンドガ合致しないとき、あなたはどうしますか。   

（参考）一般的な人間の基本的欲求としてA．Hマフローは「欲求の五段階説」を提唱  

しています。個人のニーズを把握する際にはペースとなる理論のひとつです。  ここでは用語の定義を理解するのが目的ではなく、  

普段から何気なく使っている用語を  

日頃の活動と照らし合わせてイメージできること  

それを仲間と話し合い、共有できることを  

目指しています。  

軒亨講石■芳簑詣商議「、l  【ニーズ，∫rウォン  
＼、      ＿＿」＿＿「＿＿＿  

ニーズ（Needs：必要性）  

生活上必要なある充足状況ガ奪われている状態   

ウォンツ（Wants：欲求）  

そのニーズを満たす「特定のものガ欲しい」という欲望  

ディマンズ（Demands：需要）  

購買（導入）能力と購買（導入）意志に裏付けられた「特定のものlこ対する」  

ウォンツ  

◎保健師活動≒公衆衛生看護活動  

（本文中では同義語として用いています）  

公衆衛生、ヘルスプロモーションの視点ガ活動のべ－ユとなります。   

それを『看護』の視点で活動してい＜のガ公衆衛生看護活動です。  

つまり、行政に働＜保健師は   

『地域を看護する』のであって『地域で看護する』のとは異なります。  

公衆衛生看護活動の対象は   

『疾病を持った一個人』だけではな＜『地域全体』なのです。  

看護は『観察』か5始まると言われています。   

「個人」の健康状態をバイタルサイン等を確認（観察）し、総合的に判断するのと   

同じように、「地域」の健康状態も観察（主観的・客観的）しな＜てはなりません。   

併せて個人の生育歴等ガ今のその人の価値観を形づ＜るようlこ、地域の歴史ガ文   

化や住民の価値観に影響を与えています。   

過去か5現在ガあり、その延長に未来ガあることも踏まえましょう。   

》あなたは「地域」の健康状態を把握するとき、どの視点で観察しますか。  

何から情報収集しますか。  

地域の健康課題とその根拠はこうした活動の芽から明らかlこなってきます  

ニーズ  

ウォンツ  

ぎディマンズ 
＼  
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◎連携   

公衆衛生活動はチームで行っています。   

チームlこは同業種（例：保健師のゐ）のチームと異業種（住民を含め異なる職種）  

のチームガあります。チームガひとつにまとまり目的に向かって最大の力を発揮す  

るためにはチームワークガ重要です。   

チームワークを発揮するためには何が必要なのでしょうか。  

○目的ガ明確であり、メンバー全員ガそのことを理解し、そこを目指している。   

（メンバー同士の気持ちガチームとしてひとつになっている。）  

○自分の専門性や役割、責任の範囲を理解するのと併せて、他のメンバーの専門   

性や役割等を理解している。（可能な範囲で力／トもできる）  

○メンバー同士のつながリガできてあり、協力・協働できる。  

（互いのことをよ＜知っている。何でも言い合え相談できる。）  

これらの実践ガチームワークであり、『連携』です。  

つまり『連携』は日的ではな＜手段です。  

「ある日的の達成のためにチームガまとまり、それぞれの専門性を活かしなガ  

ら役割を果たす」ために欠かせないものなのです。  

妙あなたは同じチーム（同業種、異業種）のメンバーと『連携』ガとれていま  

すか。  

L⊥＿＿＿ ■▼ 【   




